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お い ら せ広 報

秋空に響く笛の音色
おいらせ百石まつりは９月 18 日から３
日間開かれ、大勢の観客が山車や仮装
行列を楽しんだ。一川目山車組で笛を
吹く大平佳

か

代
よ

さん＝深沢＝。美しい笛
の音色が秋のおいらせに響き渡った

秋を震わす
郷土への 愛

―おいらせの秋祭り―

Special
Edition
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町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
・
中
級
リ
ー
ダ
ー

さ
ん

たなか・みふゆ◉ 1998（平成
10）年下田町（当時）緑ヶ丘生
まれ。小学校１年から子ども会
活動に積極的に参加する。木ノ
下中学校入学後、中級リーダー
（SJLC）に加入した。趣味は読書。
父母、妹と４人暮らし。おいら
せ町緑ヶ丘在住、12歳
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り
や
な
の
で
、
な
か
な
か
大
き
な
声

で
動
き
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
先
輩
た
ち
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
す
」

　

こ
う
話
す
田
中
さ
ん
は
、
常
に
先

輩
た
ち
の
動
き
を
目
で
追
う
。

　

小
学
生
の
時
か
ら
地
域
の
子
ど

も
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
会

活
動
の
楽
し
さ
、
達
成
感
や
責
任
感

な
ど
を
肌
で
感
じ
た
。

　

そ
の
活
動
を
切
り
盛
り
し
て
い
た

中
級
リ
ー
ダ
ー
の
姿
を
見
て
「
か
っ

こ
い
い
。
わ
た
し
も
や
り
た
い
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
み
ん
な
に
『
子
ど
も
会
活
動
は

楽
し
い
』
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。い
ろ
い
ろ
な
研
修
に
参
加
し
て
、

も
っ
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
に
っ
こ
り
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

意
欲
を
見
せ
た
。

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
苫
米

地
晃あ

き

仁ひ
と

会
長
）
は
10
月
17
日
、
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
子
ど
も
会
ま
つ

り
」
を
開
い
た
。
小
学
生
や
保
護
者

約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
、

も
の
づ
く
り
体
験
や
出
店
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
は
、
中
級
リ
ー
ダ
ー
「
Ｓ
Ｊ

Ｌ
Ｃ
（
ス
マ
イ
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
）」
た
ち
だ
。
中

学
生
や
高
校
生
の
彼
ら
は
、
慣
れ
た

様
子
で
ゲ
ー
ム
を
運
営
し
、
子
ど
も

た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

　

今
年
中
級
リ
ー
ダ
ー
に
加
入
し
た

ば
か
り
の
田
中
美み

冬ふ
ゆ

さ
ん
（
12
）
＝

緑
ヶ
丘
＝
は
、
先
輩
を
見
習
い
な
が

ら
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
動
き
を
把
握
し
な
が
ら
、
落

ち
着
い
て
指
示
す
る
。

　
「（
わ
た
し
は
）
少
し
恥
ず
か
し
が

田
中
美
冬

広報おいらせ 11 月号の印刷経費は、
１冊あたり約 61 円です

みんなに

「子ども会活動は楽しい」と
みんなに感じてもらいたい

教えたくなる

この 人

OIRASE FRONT PAGE Tanaka Mihuyu FILE_20

秋を震わす
郷土への 愛

―おいらせの秋祭り―

Special
Edition

太鼓と笛の音色とともに、

威勢のいいかけ声が響き渡る―

おいらせの短い夏が足早に去り、

今年も秋祭りの季節がやってきた。

子どもたちのあふれる笑顔。

大人たちの誇りと結束。

祭りは人々の「絆」を深め、

郷土への「愛」をもたらす。

大神楽の行列で鐘を鳴らす葛巻一樹さん
＝一川目＝。長男の潤太君（５つ）は父
の肩に乗り、まねをしながら鐘を鳴らす。
父と子の心温まるひととき（おいらせ百
石まつりで撮影）
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二川目　― Futakawame ―

大工町　― Daikumachi ― 一川目　― Hitokawame ―南組　― Minamigumi ―洋光台　― Youkoudai ―肴町　― Sakanamachi ―

上新町　― Kamishincho ―藤ヶ森　― Fujigamori ―七軒町　― Shichigencho ―北組　― Kitagumi ―
六昆王　山田長政

お不動さんと金太郎（自作） 加藤清正　猛将伝南部政経　蠣崎蔵人討伐里見八犬伝浦島太郎を見送る乙姫様

かぐや姫（自作）平知盛奪戦の場（自作）八戸十十之騎伝説義経地獄破り 源平の猛者、
閻魔王を捕らえる

南部光行公と
金丸兵部入道

壇ノ浦の
決戦

許可番号 798 号

許可番号 816 号 許可番号 803 号許可番号 804 号許可番号 805 号許可番号 806 号

許可番号 799 号
許可番号 800 号許可番号 801 号許可番号 802 号

明
治
時
代
か
ら 

愛
さ
れ
る
秋
祭
り

「
お
い
ら
せ
百
石
ま
つ
り
」
は
９
月
18
日
か
ら
３
日
間
、

本
町
地
区
を
主
会
場
に
開
か
れ
た
。

雨
の
中
、
多
く
の
人
が
山
車
や
仮
装
行
列
に
声
援
を
送
っ
た
。

明
治
時
代
か
ら
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
伝
統
は
、

今
も
な
お
人
々
を
と
り
こ
に
す
る
。

1

23

4

頭をかじられるとご利益があるという日ヶ久保の虎舞。あまりの迫力に泣き出す子も

1　前夜祭では「まつりばやし共演会」
が開かれ、すべての山車組がお囃子を披
露。洋光台の子どもたちの演奏は息も
ぴったり
2　デイサービスセンター「たんぽぽ」
は仮装大会でおいらせ町賞を受賞。腹踊
りで観客の笑いを誘った吉田健志さん
3　大権現で「歯打ち」を演じる立花友
彦さん＝一川目＝。頼もしい若手が伝統
を将来へ引き継ぐ
4　千葉学園高校のバトントワリングは
今年も大人気。華麗な舞に観客から惜し
みない拍手が送られた

　

時
折
激
し
い
雨
が
、
容
赦
な

く
降
り
し
き
る
。
道
路
沿
い
に

は
傘
を
さ
す
人
も
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。

　

今
年
の
お
い
ら
せ
百
石
ま
つ

り
は
、
秋
雨
前
線
の
影
響
で
雨

に
見
舞
わ
れ
た
。

　
「
決
行
す
る
か
、
そ
れ
と
も

延
期
す
る
か
」

　

祭
り
関
係
者
ら
は
ど
ん
よ
り

と
曇
っ
た
空
を
眺
め
な
が
ら
、

決
断
を
下
し
た
。
祭
り
は
決
行

す
る
―
と
。

　

17
日
に
開
か
れ
た
「
ま
つ
り

ば
や
し
共
演
会
」
で
は
、
山
車

組
の
子
ど
も
た
ち
が
息
の
合
っ

た
演
奏
を
披
露
し
た
。
か
わ
い

ら
し
く
、
勇
ま
し
い
姿
に
、
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

18
日
の
お
通
り
、
20
日
の
お

還
り
は
、
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た

山
車
が
練
り
歩
く
。
雨
を
も
の

と
も
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
響
き
渡
っ
た
。

　

仮
装
や
保
育
園
児
ら
の
パ

レ
ー
ド
、
お
祭
り
広
場
で
の
出

し
物
な
ど
も
、
人
気
を
博
し
て

い
た
。

　

明
治
時
代
か
ら
続
く
百
石
ま

つ
り
の
伝
統
は
、
今
な
お
多
く

の
人
々
の
心
を
魅
了
す
る
。
将

来
へ
引
き
継
ぎ
た
い
、
大
切
な

「
宝
物
」
だ
。

Section

1

❖ Oirase Autumn Festival
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Section

2

Special select "Ikiningyo"

「美しいお姫様」（間木）

袴田千花子石倉大輔中村裕一 山形一樹 さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

「りりしい役人」（三田南組）「勇ましい武士」（三田北組）

「おいらせ下田まつり」は９月 25、26 日の両日、
三田地区を主会場に開かれ、多くの人で賑わった。

あでやかに化粧を施した生き人形の美しさは
戦後の復興を願った祭り草創期と変わることなく、

今も人々の心を震わし、魅了し続けている。

「那須与一」（三本木）

1　お姫様の生き人形役を務める
三田南組の蛯名秋

あ い

鹿
か

さん。妹佳
か

穂
ほ

さんは姉の髪をきれいに束ねる
2　今年から前夜祭で夜間の山車
展示が実施された。夕闇にライト
アップされた山車の姿が浮かぶ
3　祭りばやし競演会は 24 日に開
かれ、子どもたちが元気に太鼓を
たたいた。三田北組は見事町長賞
に輝き、山車組関係者は大喜び
4　若葉会（種市輝

て る

夫
お

会長）は仮
装大会で見事優勝した。大相撲の
土俵入りを演じながら、まちづく
りをアピール
5　阿光坊レディースは華やかな
衣装で舞を披露。会場から惜しみ
ない拍手が送られた
6　笑顔で笛を吹く三田北組の内
沢眞

ま

子
こ

さん（下田中３年）
7　祭り会場は夜もにぎわう。間
木の岩崎紅

く れ

那
な

さん（下田中３年）
はちょうちんを手ににっこり

　

お
い
ら
せ
下
田
ま
つ
り

前
夜
祭
が
始
ま
る
９
月
24

日
の
夕
方
―
真
っ
赤
に
染

ま
っ
た
西
空
に
、
瞬
く
間

に
雲
が
わ
き
、
天
空
を
覆

う
。
台
風
10
号
の
北
上
に

伴
い
発
生
し
た
雲
は
、
天

候
が
崩
れ
る
兆
し
だ
。

　

祭
り
関
係
者
は
祈
る
よ

う
な
思
い
で
空
を
見
つ
め

る
。「（
台
風
が
）
早
く
過

ぎ
去
っ
て
ほ
し
い
。
何
と

か
晴
れ
て
く
れ
」
と
。

　

お
通
り
の
25
日
―
早
朝

か
ら
降
っ
て
い
た
横
殴
り

の
雨
は
、昼
に
は
や
ん
だ
。

風
は
ま
だ
強
い
が
、
何
と

か
祭
り
は
決
行
で
き
る
。

関
係
者
に
安
ど
の
表
情
が

浮
か
ぶ
。

　

下
田
ま
つ
り
は
昭
和
７

年
こ
ろ
、
三
田
地
区
で
生

ま
れ
た
祭
り
だ
。
戦
後
間

も
な
く
、
荷
車
を
使
っ
た

山
車
が
町
を
練
り
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
人
形
の
製
作
に

か
け
る
お
金
は
な
か
っ

た
。
人
々
は
人
形
の
姿
に

な
り
、
山
車
に
乗
っ
た
。

下
田
ま
つ
り
の
「
生
き
人

形
」
は
こ
う
し
て
生
ま

れ
、
今
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
。

　

今
年
出
演
し
た
山
車
は

▼
三
田
南
組
▼
三
田
北
組

▼
三
本
木
▼
間
木
―
の
４

台
。
す
べ
て
自
作
だ
。
山

車
は
ど
れ
も
見
事
な
装
飾

で
、
生
き
人
形
に
も
こ
だ

わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

お
還
り
の
26
日
、
最
終

日
は
台
風
一
過
の
快
晴
に

恵
ま
れ
た
。
出
演
者
も
観

客
も
、
み
ん
な
笑
顔
だ
。

　

生
き
人
形
を
見
つ
め
る

観
客
は
、
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
る
。
古
き
よ
き

祭
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、

人
々
の
心
を
震
わ
せ
た
。

2

1

3467 5

三本木　― Sanbongi ―

間木　― Magi ―

三田北組　― Mita-Kitagumi ―

三田南組　― Mita-Minamigumi ―

矢島の戦い ― 那須与一、扇の的を射る

新娘道成寺

那須与一

一寸法師の鬼退治

許可番号

796

許可番号

794
許可番号

793

許可番号

795
山車／最優秀賞

山車／優良賞

山車／優秀賞

山車／優良賞

祭りを彩る「生き人形」たち

心震わす生き人形

❖ Oirase Autumn Festival
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「
秋
祭
り
山
車
合
同
夜
間
運

行
」は
10
月
２
日
、イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
田
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
山

車
を
一
目
見
よ
う
と
、
千
人
余

り
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。

　

こ
れ
は
２
０
０
８
年
か
ら
▼

町
地
域
振
興
協
議
会
▼
イ
オ
ン

モ
ー
ル
下
田
▼
ジ
ャ
ス
コ
下
田

店
▼
下
田
タ
ウ
ン
―
が
共
催
で

開
い
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。
百

石
ま
つ
り
、
下
田
ま
つ
り
に
出

演
し
た
山
車
が
参
加
す
る
。

　

今
年
は
▼
間
木
▼
三
田
南
組

▼
藤
ヶ
森
▼
上
新
町
―
の
４
台

の
山
車
が
参
加
し
た
。
普
段
日

中
に
町
内
を
練
り
歩
く
山
車

は
、
闇
の
中
で
美
し
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

も
元
気
に
笛
を
吹
き
、
太
鼓
を

た
た
く
。

　

ほ
か
に
も
▼
間
木
芸
能
保
存

会
の
大
黒
舞
▼
パ
イ
オ
ニ
ア

ソ
ー
ラ
ン
組
の
ヨ
サ
コ
イ
踊
り

―
が
披
露
さ
れ
、
温
か
い
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
合
同
夜
間

運
行
は
、
ふ
た
つ
の
秋
祭
り
の

楽
し
さ
、
美
し
さ
を
同
時
に
味

わ
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
。
秋
祭
り
の
新

し
い
形
と
し
て
、
関
係
者
は
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

Section

3

山海の神々への感謝を今に伝える百石まつり。
こだわりの生き人形を作り続ける下田まつり。

互いの祭りが誇る古きよき伝統は、
「秋祭り山車合同夜間運行」で一つになった。
闇に鮮やかに浮かび上がる山車の幻想的な姿は、

ふたつの祭りの新たなコラボレーション。
祭りにかける熱い思いは、この夜結晶化した。

伝統は
新たな舞台へ1　上新町組の音頭をあげる松本和也くん（百石

小２年）と弟直哉くん（４つ）
2　間木芸能保存会は山車を背に大黒舞を舞う
3　パイオニアソーラン組（豊原）は息の合った
ヨサコイ踊りを披露した

12

3

ライトアップされた４台の山車が輝く。右から
間木組、三田南組、藤ヶ森組、上新町組

きらびやかな山車を背に、笛を吹く川口花菜さん
（左、三沢商業高１年）と山内紗也香さん（八戸

西高１年）。秋祭りの伝統は若い世代へ絶えるこ
となく引き継がれる

OIRASE  ●   2010.11 8

秋の夜空に
美しい笛の音色が

響き渡った―
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秋
祭
り 
に
見
る

 

地
域
の
ち
か
ら

OIRASE  ●   2010.11 10

Section

4
　

祭
り 

―

　

そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
遠
い
先
祖
た
ち
が
豊
作

豊
漁
を
神
々
に
感
謝
し
、
祈
る
た
め
の
祭
事
だ
っ

た
。
古
来
、
人
間
は
「
食
べ
る
」
こ
と
で
「
命
」

を
つ
な
い
で
き
た
。
食
べ
る
こ
と
そ
の
も
の
に
必

死
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
々
へ
の
祈
り
を
捧

げ
る
祭
り
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

現
在
の
祭
り
に
も
、
神
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

は
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
人
々
は
伝
統
を

重
ん
じ
、お
い
ら
せ
の
祭
り
文
化
を
築
い
て
き
た
。

　

そ
し
て
祭
り
に
は
、
新
し
い
エ
ッ
セ
ン
ス
が
加

え
ら
れ
て
き
た
。

　
「
地
域
の
誇
り
や
結
束
力
を
表
現
し
た
い
」

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
た
い
」

　

そ
ん
な
思
い
で
あ
る
。
人
間
ら
し
い
願
い
で
あ

る
。「
郷
土
愛
」の
気
持
ち
が
、祭
り
に
携
わ
る
人
々

を
動
か
す
、
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
祭
り
は
、
か
か
わ
る
人
だ
け
で
な

く
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
の

だ
ろ
う
。

　

祭
り
を
突
き
動
か
す
「
郷
土
愛
」
は
、
一
つ
ひ

と
つ
が
重
な
り
合
い
、
一
体
化
し
、
強
い
力
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
。

　

そ
の
力
は
「
地
域
づ
く
り
」
に
も
大
き
く
つ
な

が
っ
て
い
る
。
お
い
ら
せ
の
人
々
に
は
そ
の
力
が

た
く
さ
ん
あ
る
。「
も
っ
と
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」「
子
や
孫
に
誇
り
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱

い
思
い
が
あ
る
。
そ
う
、
祭
り
だ
け
で
な
く

―

　

お
い
ら
せ
の
祭
り
に
か
け
る
熱
い
思
い
、
地
域

愛
の
炎
を
と
も
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と 

―

特
集
◉
―
お
い
ら
せ
の
秋
祭
り
―

　
　
　

秋
を
震
わ
す
郷
土
へ
の
「
愛
」　

お
わ
り

下田まつり会場の JR 下田駅前広場には、大勢の観客が訪
れた。きらびやかな山車に熱い視線を送る

秋を震わす
郷土への 愛

―おいらせの秋祭り―
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 まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701  Oirase Topics

◀「また戻っておいで」。左から大野さん、松林沙友希さん、藤本萌花さん

◀屋形船で東京湾を巡りながら、楽しく交流を深めた会員

■問い合わせ
　①事務局　伊藤義昭
　　☎ 03-5823-2661　㈱エスケープランニング営業推進部
　②町企画課　☎ 0178-56-4701

◀作品の特徴を説明する久保田さん（写真中央）

◀下田中吹奏楽部は動きのある演奏で観客を魅了した

◀賞状とトロフィーを手に入賞を報告。左から澤上選手、畠山拓也選手

◀喜びをかみ締める。左から大久保周平選手、藤嶋選手、和田冬真選手

◀「ふわふわして柔らかい」。メンフクロウの羽根を優しく触る子どもたち

◀ごみ箱などを使い演奏する GONNA のメンバー。曲名は「リサイクル」

奏楽部が一同に集い演奏
せせらぎコンサート

の恵みはみんなの「宝物」
ヒラメの稚魚放流会

郷を胸に親睦を深める
東京おいらせ会―屋形船で納涼会

しい秋の花々が勢ぞろい
秋の盆栽・山野草展

の勝利へ決意を新たに
木ノ下 JSC 東北大会で３位入賞

壁の守りで強豪を撃破
木ノ下ファイターズ東北大会で優勝

の牧場でのひと時を楽しむ
ふれあい牧場デー

力の演奏に惜しみない拍手
和太鼓フェスティバル

吹

海

故

珍

次

鉄

秋

迫

　「ヒラメの稚魚放流会」は９月 16 日、百石漁港で開かれ、
百石小学校４年生 72 人が、５㌢ほどに育ったヒラメの稚
魚１万匹を放流しました。
　ヒラメは「県の魚」として指定されている高級魚です。
百石漁港では毎年、県栽培漁業振興協会（階上町）から提
供されるヒラメの稚魚が放流されています。
　大野晴

せ い

良
ら

さん（百石小４年）は「早く大きくなって、ま
たここに戻ってきてほしいです」と笑顔でした。

　東京おいらせ会（袴田芳
よ し

美
み

会長）は９月４日、東京都内
で納涼会を開き、親睦を深めました。本会は首都圏に住む
本町出身者やゆかりのある人で組織された団体です。
　11 月にはゴルフコンペ、年明けには新年会の開催を予
定しています。入会希望者は気軽に問い合わせてください。

　山野草愛好会（蛯名幸
ゆ き

政
ま さ

会長）は 10 月２日から３日ま
での両日、中央公民館で「秋の盆栽・山野草展」を開きま
した。
　会員 40 人が出品した作品は 160 点余りで、ウスユキウ
メバチソウやダイモンジソウなど、珍しい植物も展示され
ました。会員の久保田克三さん＝鶉久保＝は「今年の夏は
暑さが厳しかったので、温度管理がとても難しかった」と
話していました。

　町内の小中学校吹奏楽部による「せせらぎコンサート」
は 10 月２日、町民交流センターで開かれ、会場には 400
人余りの観客が演奏に聞き入りました。
　出演したのは▶木ノ下小学校▶下田中学校▶木ノ下中学
校▶百石中学校―４校の吹奏楽部です。昨年購入したばか
りの新しい楽器を手にした部員たちは、元気いっぱいに演
奏。観客からは温かい拍手が送られていました。

　木ノ下 JSC バレーボーイズ（澤上光
み つ

成
な り

監督）は９月 25 日、
26 日の両日、宮城県仙台市で開かれた東北小学生バレー
ボール選手権大会へ出場し、３位に入賞しました。
　10 月４日には入賞を町長へ報告するため、団員や関係
者が来庁しました。
　澤上監督は「今回の入賞は自信につながります」とにっ
こり。澤上星

せ

尉
い

弥
や

キャプテン（木ノ下小６年）は「中学で
も勝利を目指し頑張ります」と力を込めていました。

　木ノ下ファイターズ（種市廣
ひ ろ

行
ゆ き

監督）は９月 25 日、26
日の両日、鰺ヶ沢町で開かれた東北選抜少年野球大会に出
場し、見事初優勝に輝きました。
　大会は全 16 チームがトーナメント方式で対戦。木ノ下
ファイターズは１回戦、２回戦を接戦の末勝利し、決勝戦
は８対３で西海クラブ（青森）を破り優勝しました。
　藤嶋健

け ん

一
い ち

郎
ろ う

キャプテンは「徹底した守りで失点を防ぎ、
少ないチャンスを生かせた」と試合を振り返っていました。

　「ふれあい牧場デー」は 10 月 10 日、カワヨグリーン牧
場で開かれ、たくさんの家族連れが牧場でのひと時を楽し
みました。
　時々降る雨のため、一部のイベントは中止しましたが、
フクロウショー、おもちゃ作りやバター作りなどが催され、
子どもたちは笑顔で楽しんでいました。
　フクロウショーでは珍しいフクロウやタカがお目見え。
飛び立つ姿に、会場から大きな歓声が上がっていました。

　「和太鼓フェスティバル」は 10 月３日、いちょう公園
体育館で開かれ、600 人余りの観客が和太鼓の音色を楽し
みました。
　第１部は本町の和太鼓グループ「王将太鼓」「胡蝶蘭舞」
による演奏が披露されました。
　引き続き第２部にはプロアーティスト「GONNA（ガナ）」
が登場。激しく華麗なばちさばき、迫力満点の演奏に、観
客は惜しみない拍手を送りました。

▶▶▶Oct.03-2010

▶▶▶ Sep.16-2010

▶▶▶ Sep.04-2010

▶▶▶Oct.02-2010

▶▶▶Oct.02-2010

▶▶▶Oct.05-2010

▶▶▶Oct.04-2010

▶▶▶Oct.10-2010
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Special  topics 

　

立
て
続
け
に
発
生
し
た
交
通

死
亡
事
故
を
重
く
受
け
止
め
、

町
は
関
係
者
に
呼
び
か
け
、「
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
発
令
に

伴
う
緊
急
対
策
会
議
」
を
10
月

１
日
に
開
催
し
た
。

　

本
会
議
は
交
通
死
亡
事
故
を

食
い
止
め
る
た
め
、
10
月
１
日

か
ら
15
日
ま
で
を
「
交
通
死
亡

事
故
多
発
警
報
」
発
令
期
間
に

決
定
。
対
策
と
し
て
▼
防
災
無

線
な
ど
に
よ
る
広
報
活
動
▼
特

に
高
齢
者
に
か
か
わ
る
団
体
な

ど
と
の
連
携
▼
反
射
材
の
配
布

▼
交
通
安
全
教
室
―
な
ど
を
実

施
し
た
。

　

交
通
事
故
は
当
事
者
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
友
人
に
も
大
き

な
悲
し
み
を
与
え
る
。
日
没
時

間
が
早
く
な
る
こ
の
時
期
、
十

分
に
運
転
や
歩
行
に
気
を
配
っ

て
ほ
し
い
。

　

煙
が
も
く
も
く
と
立
ち
込
め
る

訓
練
会
場
に
、
隊
員
た
ち
の
大
声

が
響
き
渡
る
。
水
が
勢
い
よ
く
ホ

ー
ス
か
ら
放
た
れ
る
。
高
さ
７
㍍

以
上
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
高
所
か

ら
、
隊
員
は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
下

が
り
、
傷
病
者
に
見
立
て
た
人
形

を
救
出
す
る
。

　

八
戸
北
消
防
署
、
三
戸
・
五
戸

消
防
署
に
よ
る
合
同
中
訓
練
は
、

広
域
的
な
大
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
だ
っ
た
。
訓
練
に
あ
た
る
隊
員

の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

　

訓
練
を
指
揮
し
た
木
村
光み

つ

雄お

八

戸
北
消
防
署
長
は
「
複
数
の
消
防

署
に
よ
る
合
同
訓
練
で
得
ら
れ
る

経
験
は
大
き
い
。
万
一
の
事
態
に

も
、
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
万

全
の
体
制
で
臨
み
た
い
」
と
気
を

引
き
締
め
た
。

自動車はわたしたちにとって便利な道具だ。
しかし少しでも使い方を誤ってしまうと、
命を奪う恐ろしい凶器へ変わってしまう。
本町では９月に２件の交通死亡事故が発生し、
今年の犠牲者はすでに４人にのぼっている。
運転手は今一度運転に気をつけてほしい。
歩行者は十分に周囲に気を配ってほしい。
ひとつしかない、大切な命を守るために―

八戸北消防署は 10 月５日、
広域管内の三戸・五戸消防署と
「合同中訓練」を実施した。

大災害時に迅速に活動するため、
訓練の積み重ねは欠かせない。
隊員らは真剣に訓練にあたった。

　今年は、夜間の事故や高齢者の死亡事故が多く
発生しています。
　ドライバーはスピードを控え、夕暮れ時には早
めにライトをつけてください。夜間、対向車がい
ないときはライトを上向きにすると、歩行者や自
転車に早く気付くことができます。
　歩行者は道路を横断するとき、必ず左右を確認
してください。夜に外出する時は明るい色の服を
着て、夜光反射材をつけるようにしましょう。 川村吉治所

長

三沢警察署おいらせ交番

Kawamura Yoshiharu

反射材や明るい服装で
目立つようにして

9.30
立ち木に衝突し運転手死亡
10 時過ぎ二川目の国道 338 号で発
生。軽乗用車が立ち木に衝突。運転
手の男性（41 歳）が死亡した

9.28
道路横断中の高齢女性死亡
18 時半ころ鶉久保の県道交差点で、
85 歳の女性が横断中にはねられた。
２時間後、搬送先の病院で死亡した

7.9
道路横断中の高齢男性死亡
10 時半過ぎ国道 45 号獺野交差点で、
88 歳の男性が横断中にはねられ、搬
送先の病院で死亡した

4.9
大型トラックと乗用車衝突
６時半ころ国道 45 号獺野交差点で、
乗用車が信号無視の大型トラックと
衝突。前者の運転手が死亡した

写真上◉「歩行者に注意」の旗を持ち、安全
運転を呼びかける　写真下◉対策会議は 10
月１日に開催し、関係者が議論を重ねた

2010 年交通死亡事故のあらまし

交通事故は
もういらない

交通死亡事故多発警報を発令

1 非常招集伝達訓練
2 情報収集訓練
3 現場指揮本部設置・部隊運用訓練
4 応援派遣要請訓練
5 高層建築物火災防御・救助救出訓練
6 危険物施設火災防御訓練
7 建築中の高層建築物からの救助救出訓練
8 事故車両からの救助救出訓練
9 救護所設置訓練
� 集団救急措置訓練

訓練の主な内容

1_ 災害本部で指揮にあたる木村八戸北消防署長
2_ 被災者に見立てた人形を救出する隊員ら
3_ 車内に取り残された人を救出にあたる隊員ら。強力なカッターでフレームを切断する

高さ７㍍の高所から放水する隊員

123

える　　が
そこにある

３消防署合同中訓練を実施

Save
 Life
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■本展示
　一般◉坂本龍馬と幕末時代
　児童◉百歳の詩人「まどみちお」
■読み聞かせ会
　11 月 13 日㊏、27 日㊏　14 時から
■幼児のための読み聞かせ＆布絵本で遊ぶ会
　11 月 18 日㊍　10 時半から
■ 11 月の休館日
　１日㊊、８日㊊、15 日㊊、22 日㊊、29 日㊊

おいらせアーカイブス　File_033
［アーカイブス◉「書庫」「保存記録」の意味です］

臼
う す

と杵
き ね

　［民具ふれあい館蔵］

　

正
月
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
命

に
力
を
与
え
て
く
れ
る
年と

し

神が
み

様
を
迎

え
る
祭
り
で
あ
る
。
諸
々
の
神
様
に

年
取
り
を
さ
せ
た
後
、
人
間
が
年
取

り
を
し
た

　

12
月
28
日
は
餅も

ち

搗つ

き
で
あ
る
。「
餅

は
午
前
中
か
ら
搗
け
」
と
い
わ
れ
、

前
日
か
ら
水
に
浸
し
て
お
い
た
餅
米

を
朝
早
く
か
ら
蒸
し
た
。
ひ
と
臼
で

搗
く
餅
米
の
量
は
３
升
で
、
ひ
と
臼

を
搗
き
終
え
る
ま
で
搗
き
手
の
交
代

は
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
餅
搗
き
に
使
わ
れ
た
の
が
臼う

す

と
杵き

ね

で
、
臼
材
に
は
松
や
栃と

ち

、
槻つ

き

ノの

木き

が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
胴
の
括く

び

れ

た
「
女
臼
」
は
２
、３
人
の
女
性
が

そ
れ
ぞ
れ
の
竪
杵
を
持
っ
て
臼
を
囲

み
、
交
互
に
搗
い
た
。
後
に
横
杵
を

振
り
上
げ
て
搗
く
「
男
臼
」
へ
と
変

わ
っ
た
。
横
杵
は
竪
杵
よ
り
も
強
い

力
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
粘
り
の

あ
る
餅
米
を
熱
い
う
ち
に
搗
け
た
。

　

か
つ
て
臼
と
杵
は
穀
物
の
脱
穀
や

精
白
、
製
粉
な
ど
の
作
業
に
も
使
わ

れ
、
生
活
に
欠
か
せ
ぬ
大
切
な
道
具

で
あ
っ
た
。

　

文
／
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
庭
俊
美

　公民館講座は楽しみながらスキル
アップできる講座です。受講料は無
料。気軽に申し込んでください。

11 月 20 日㊏　10 時～ 11 時半
町民優先　先着 15 人
持ち物─筆記用具
申込期限─ 11 月 12 日㊎まで

11 月 24 日㊌　９時～ 12 時
町民優先　先着 15 人
持ち物◉エプロン、三角巾、筆
記用具　材料費◉ 500 円
申込期限◉ 11 月 17 日㊌まで

12 月５日㊐　９時～ 13 時
町民優先　先着親子 15 組
持ち物◉エプロン、三角巾、筆
記用具、ジッパー付きの袋大か
サランラップ　材料費◉ 700 円
申込期限◉ 11 月 22 日㊊まで

12 月８日㊌　13 時半～ 15 時半
町民優先　先着 20 人
持ち物◉エプロン、ゴム手袋
材料費◉ 2,500 円
申込期限◉ 11 月 26 日㊎まで

12 月 18 日㊏　13 時～ 16 時
町民優先　先着 15 人
持ち物◉はさみ、筆記用具
材料費◉ 300 円
申込期限◉ 11 月 26 日㊎まで

古

和

親

ク

し

典文学講座
▶▶▶東公民館

▶▶▶いきいき館

▶▶▶いきいき館

▶▶▶パセリー菜

▶▶▶北公民館

菓子作り教室Ⅱ

子でピザ作り

リスマスの寄せ植え教室

め縄教室

三村三千代さん
が教える

北向直子さん
が教える

中野加恵子さん
が教える

出町勉さん
が教える

大久保巳良さん
が教える

問生涯学習課　☎ 0178 � 4276公民館
講座

1

2

3

4

5

Course

Course

Course

Course

Course

Mimura Michiyo ◉八戸短期大学客員教授。肴町在住

Kitamuki Naoko ◉おいらせスイーツ開発でも活躍。向山在住

Nakano Kaeko ◉「モンターニュ」勤務。生地からピザを作ります

Demachi Tsutomu ◉「パセリー菜」勤務。プロの技を分かりやすく伝授

Ookubo Miyoshi ◉わら細工の達人。伝統芸能団体にわらじなども寄贈

O

O

irase-library event information

irase new-book's information
図書館／新着図書

図書館の行事

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

故郷に思いを馳せ、亡き父母を追慕しながら日々の生
活を静かに見つめる。 「いびきの話」「野獣」「同郷人」

「ひざの上の鐘」など、心を震わす名文 48 編をつづっ
た待望の最新随筆集。　　　　　　　　　［町立図書館］

さあ、お話を続けよう。三島屋の行儀見習いおちかの
もとにやってくるお客さんは、みんな胸の内に「不思議」
をしまっている。ちょっと奇妙で怖く、そして温かい
百物語が始まる。　　　　　　　　　  　［町立図書館］

屏風のぞきが行方不明―。左右に分かれた道で、右を
選んだ若旦那。それがすべての始まりだって？　若旦
那の淡い恋に、妖オールスターのお花見で「化け合戦」
が繰り広げられる。　　　　　　　　　  ［町立図書館］

■一般書
　勝手にふるえてろ（綿矢りさ）／アリアドネの弾丸（海
　堂尊）／うつつ・うつら（赤染晶子）／青天の霹

へ き

靂
れ き

（劇
　団ひとり）／雛

ひ な

の家（久世光彦）／悪の教典㊤㊦（貴
　志祐介）／ひそやかな花園（角田光代）／原稿零枚日
　記（小川洋子）／カワサキ・キッド（東山紀之）ほか
■児童書
　借りぐらしのアリエッティ（メアリー・ノートン）／
　きな子日和（丸亀警察犬訓練所）／男子☆弁当部（イ
　ノウエミホコ）／ねぐせうらない（おおたにみねこ）
　／トイレの神様（とりごえまり）ほか

誰かがうそをついている？　４人が校庭に埋めた拳銃
は、23 年の時を経て再び放たれた。それぞれの思い出
が重なるとき、時を越えたさらなる現実が目を覚ます。
第 56 回江戸川乱歩賞受賞作。　　　　　  ［町立図書館］

おふくろの夜回り

あんじゅう

再会

ゆんでめて

三浦哲郎 著

宮部みゆき 著

畠中恵 著

横関大 著

ほかにも新着を取りそろえています

C
O

URSE

一般書

一般書

一般書

一般書

File
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Oirase Sports Association体育協会加盟団体

卓球協会

　卓球協会は「会員の親睦」「小中学生の選手
育成」などを目的に、積極的に活動しています。
町卓球選手権大会や小中学校卓球大会などを
主催しています。
　　　　　　　　　　　　毎週水曜日、木曜
　　　　　　　　　　　 日 の 19 時 か ら、 い
　　　　　　　　　　　ちょう公園体育館な
　　　　　　　　　　　どで練習しています。
　　　　　　　　　　　興味のある人は気軽
　　　　　　　　　　　に問い合わせてくだ
　　　　　　　　　　　さい。

（昆常男会長、会員数 16人）

●問い合わせ　卓球協会事務局
　中村一成・沼尾安寄人（町地域整備課内）
　　☎ 0178 � 4819

■日時　12 月５日㊐　９時半～ 12 時 15 分
■場所　みなくる館
■大会の内容

　活動発表などのほか、
子育てに関する講演な
どもあります。気軽に
参加してください。

■無料託児所　就学前までの子どもを託児でき
　ます。先着 10 人まで受け付けます。希望者
　は 11 月 24 日㊌までに、企画課へ申し込んで
　ください。
■問い合わせ
　（大会全般）生涯学習課　☎ 0178 � 4276
　（講演・託児受け付け）
　　　　　　  企画課　☎ 0178 � 4701

＊講演は「青森県男女共同参画センターオー
　プンカレッジ事業」によるものです。

  9:00 ～   9:30 受け付け
  9:30 ～   9:50 開会行事

  9:55 ～ 10:25 活動発表
（地域活動、防犯弁論）

10:25 ～ 10:30 閉会行事

10:30 ～ 12:15

＊講演
「しあわせ社会を実現する子

育て・親育ち」
講師／奥山和弘さん（静岡県
立掛川西高等学校副校長）

町青少年育成町民大会を開催します
「地域で守ろう、育てよう。青少年」

　地域包括支援センターは「高齢者見守り
ネットワーク」づくりに力を入れています。

「いつもと違う」と
気付いたら、包括
支援センターへ連
絡してください。

●気付きの例
　・最近隣の高齢者の元気がない
　・最近出歩くことが少なくなった　など
●問い合わせ
　地域包括支援センター　☎ 0178 � 7086

さりげない見守りと気付きが
高齢者の助けにつながります
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おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

場所 日　時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

11/２㊋  10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（北部児童センター）
11/10㊌  10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（南部児童センター）
11/11㊍  10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）
11/16㊋  10:00～12:00 ハンドメイドクラブ（カレンダー作り）
11/17㊌  10:00～11:30 よちよちひろば（手作りおもちゃ）
11/18㊍  10:00～12:00 体験保育（１歳クラス）
11/24㊌  10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）
11/25㊍  10:00～11:00 育児講座（ヨガ教室）
11/30㊋  10:00～12:00 親子クラブ（おもちゃ作り）
11/５㊎、12㊎、19㊎、
 　　  　 10:00～12:00

たんぽぽクラブ
※詳しい内容はたんぽぽ通信をご覧ください

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

11/４㊍  13:00～14:00 英語で遊ぼう（錦ヶ丘集会所）
11/10㊌  10:00～11:30 乳幼児学級（離乳食について）
11/15㊊  10:30～11:30 日本舞踊に親しみましょう（木ノ下児童館）
11/16㊋  10:00～11:30 体験保育
11/22㊊  10:30～11:30 日本舞踊に親しみましょう（北部児童センター）
11/25㊍  10:00～11:30 製作（手作り楽器で遊ぼう）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

11/６㊏、20㊏、27㊏
 　　  　 15:00～18:00 キッズバレエ＆リフレッシュ体操（有料）

11/９㊋、30㊋
 　　  　 10:30～11:00 歌・手遊び・読み聞かせ（北部児童センター）

11/12㊎、26㊎
 　　  　 10:30～11:00 歌・手遊び・読み聞かせ（木ノ下児童館）

11/13㊏  10:00～11:30 体験保育
11/13㊏  14:00～15:30 わくわくサークル（絵本の読み聞かせ）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

11/２㊋  10:00～12:00 おしゃべりサロン
11/５㊎  10:00～12:00 エクササイズ（いきいき館）
11/９㊋  10:00～12:00 七五三参り・給食体験
11/11㊍、25㊍
 　　  　 10:00～12:00 はんど＆はあと

11/16㊋  10:00～12:30 郷土の新米でおにぎりを作りましょう
11/17㊌  10:00～12:00 ヨガサークル（百石荘）
11/18㊍    9:30～12:00 おいらせクロパ
11/19㊎  13:30～14:30 マタニティほんわかルーム
11/30㊋  10:00～11:30 お誕生会（８～11月生まれ）
※詳しい内容はきらら通信をご覧ください
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相
談
日

町 内 会 有楽町／阿光坊／本村／新敷
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
向山／苫米地／洋光台／根岸
黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日

燃えないごみ 11 月 26 日㊎ 11 月 23 日㊋ 11 月 22 日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　11 月   ３日㊌　　 　　　　　　　　　　 11 月 10 日㊌
　　　　　　　　　　　11 月 17 日㊌　   　　　　　　　　　  　 11 月 24 日㊌

粗 大 ご み 11 月 12 日㊎・26 日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問環境保健課　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

Monthly Oirase Information
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　近年の景気低迷などにより、除雪
作業を実施できる業者は減少してい
ます。今年度の除雪機械は 20 台程
度―10 年前の半分以下にまで減っ
てしまいました。
　町はこれまで、道路すべての除雪
を目指していました。しかし、限ら
れた除雪機械で、総延長 300㌔の作
業路線を少しでも早く除雪するため、
除雪方法を次のとおり見直します。

　少ない除雪機械と限りあるお金で、
少しでも早く除雪するための見直し
です。皆さんの協力をよろしくお願
いします。

■見直し後の除雪作業方法
　例えば幅６㍍の道路の場合、下図
　のように道路の中央部を中心に除
　雪し、路肩の雪は残します。

除雪機械の減少に伴い
作業方法を見直します

問地域整備課　☎ 0178 � 4702
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Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 
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子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！
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※有料広告掲載欄です

◀　　　道路幅　約６ｍ　　　▶

◀除雪幅　約４ｍ▶

除雪をする部分

みんなおいでよ
「児童館まつり」

　児童館まつりは地域のみんなと子ど
もたちが楽しむイベントです。作品展
示、屋台や紙芝居など楽しい催しが開
かれます。

＊北部児童センターまつりは終了しました

南部児童センター 11 月６日㊏
10 ～ 15 時

向山児童館 11 月 20 日㊏
10 ～ 15 時

木ノ下児童館 11 月 27 日㊏
10 ～ 15 時

区画の種類 利用者の住所
町内 町外

１種（３㍍×２㍍） 34 万円 40 万円
２種（２㍍×２㍍） 23 万円 27 万円

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

町営霊園
好評分譲中

　詳しい内容は気軽に問い合わせて
ください。

＊年間管理料は１種 4,700 円、２種 3,100 円です
残雪部残雪部
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Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

月　日 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

２日㊋　
 本庁舎（税務課）

16 日㊋　

９日㊋　
 分庁舎（分庁サービス課）

24 日㊌　

休日納税相談
［8:30-17:00］

７日㊐　  本庁舎（税務課）

11 月の納税相談日　問税務課　☎ 0178-56-4704

納め忘れをしないためにも、手間のかからない口座振替が便利です

■税金の納期限（○数字は期）

納期限日 税金の種類

30 日㊋
固定資産税④、国民健康保険
税⑤、介護保険料⑤、後期高
齢者医療保険料⑤

う
そ
八
百
ほ
ら
吹
き
大
会

出
場
者
を
募
集
し
ま
す

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
初
心
者

教
室
の
会
員
を
募
集

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
楽
し
く
学
ぼ
う

問日本年金機構八戸年金事務所　☎ 0178 � 1742
　町民課　　　　　　　　　　　☎ 0178 � 2246

教 いて くえ らお ん

― 平成 23 年分の「扶養親族等申告書」 ―

日本年金機構から年金受給者へはがき

国民年金♥ガール

ねんきんダイヤル　☎ 0570-05-1165

次の人にはがきが届きます。

しっかり内容を確認してくださいね。

年齢 年金額
65 歳未満 108 万円以上の人

65 歳以上 158 万円以上の人

税金に関する相談はもちろん、税金を納めることもでき
ます。気軽に問い合わせてください。

ち
ょ
っ
と
あ
な
た
。

年
金
の
は
が
き
が

届
い
た
わ
よ
。

記
入
し
た
ら

ポ
ス
ト
に

入
れ
て
ね
♥

扶ふ

養よ
う

親し
ん

族ぞ
く

等と
う

申
告
書

お
っ
、も
う
11
月
。

鮭
ま
つ
り
の

季
節
だ
な
ぁ
。

は
て
、
何
だ
ろ
う
。

ご
存
知
？

は 

～ 

い

そ
れ
は

♥

募
集
し
ま
す

※有料広告掲載欄です

有限会社 北浜葬儀センター
□バス・霊柩車・病院からの遺体運搬・運賃含め、総費用 30 万円

□車代を含まなければ 20 万円から

お客様のご予算に合わせて葬儀料を決定。気軽にご相談ください。

日本一安い葬儀社

おいらせ町二川目四丁目 73-1468　　☎ 0178-53-2614

　
「
新
春
！
う
そ
八
百
ほ
ら
吹

き
大
会
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の
出
場
者
を
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集
し

ま
す
。

●
日
時　

平
成
23
年
１
月
16
日

　

㊐　

13
時

●
場
所　

み
な
く
る
館

●
募
集
人
数　

先
着
10
組
（
複

　

数
で
の
出
場
も
可
）

●
発
表
テ
ー
マ　

お
い
ら
せ
町

の
ま
ち
づ
く
り
（
７
分
以
内
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●
申
込
締
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12
月
20
日
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●
主
催　

町
ま
ち
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く
り
推
進
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課
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０
１
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●
日
時　

11
月
13
日
㊏
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20
日
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27
日
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、
12
月
４
日
㊏
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時
～
21
時

●
場
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町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
参
加
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無
料

●
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

　

ル
な
ど
。
ラ
ケ
ッ
ト
は
協
会

　

で
準
備
し
ま
す

●
主
催　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　

協
会

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
、

牛
乳
や
乳
製
品
を
使
っ
た
「
よ

い
食
生
活
を
進
め
る
た
め
の
グ

ル
ー
プ
料
理
講
習
会
」
を
開
き

ま
す
。

●
日
時　

12
月
９
日
㊍　

９
時

　

半
か
ら

●
場
所　

い
き
い
き
館
調
理
室

●
募
集
人
数　

町
民
20
人

●
献
立　

ビ
ビ
ン
バ
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千
草
卵
、
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ー
グ
ル
ト
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ラ
ダ
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持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
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三
角

　

巾
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１
合

●
テ
キ
ス
ト　

レ
シ
ピ
を
掲
載

　

し
た
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の
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配
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し
ま
す

●
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込
締
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11
月
30
日
㊋
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前回大会で見事大賞に輝いた
橋本義隆さん（間木）
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11
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３
日
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９
時
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校
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物
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Ａ
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今
年
４
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か
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日
本
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予
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開
し
ま
し
た
。

　

町
は
国
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方
針
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て
い
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す
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。
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９
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２
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２
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け
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生
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６
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時
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上
の
間
隔
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い
て

　

不
足
分
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接
種
で
き
ま
す
。

●
１
期
の
接
種
を
一
度
も
受
け

　

て
い
な
い
子
ど
も　

９
～
13
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未
満
の
時
に
、
６
～
28
日

　

の
間
隔
を
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い
て
１
期
初
回

　
（
２
回
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を
接
種
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約
１
年

　

が
経
過
し
た
時
に
１
期
追
加

　
（
１
回
）
を
接
種
で
き
ま
す
。

●
現
在
90
カ
月
～
９
歳
未
満
の

　

子
ど
も　

９
～
13
歳
未
満
の

　

時
に
、
１
期
を
接
種
で
き
ま

　

す
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「
秋
の
農
業
ま
つ
り
」
は

11
月
３
日
に
開
催

問
農
林
水
産
課
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一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
を
対
象
に
除
雪
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

　

者
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、

　

身
体
障
害
者
世
帯
で
自
力
作

　

業
が
困
難
な
世
帯
な
ど

○
作
業
内
容　

15
㌢
以
上
の
積

　

雪
時
、
玄
関
先
か
ら
道
路
ま

　

で
を
除
雪
し
ま
す

○
利
用
料　

１
時
間
で
86
円

○
申
込
締
切　

11
月
30
日
㊋
ま

　

で 高
齢
者
の
除
雪
作
業
を

お
手
伝
い
し
ま
す

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
１
７
８
�
７
０
８
６

除
雪
作
業

おいらせ鮭まつり実行委員会
（商工観光課内）　☎ 0178 � 4703

13 日土の主な催し
10:30 開会セレモニー
10:50 サケつかみ取り試技
11:00 サケつかみ取り①
11:15 サーモンレース①
11:30 サケつかみ取り②
12:00 サケ早づかみゲーム
12:30 サーモンレース②、芸能発表
13:30 サケつかみ取り③
13:45 サーモンレース③
14:00 サケつかみ取り④
14:30 サーモンレース④
17:00 花火大会

14 日日の主な催し
10:30 サケつかみ取り①
10:45 サーモンレース①
11:00 サケつかみ取り②
11:30 サーモンレース②
12:00 サケ早づかみゲーム、芸能発表
13:30 サケつかみ取り③
13:45 サーモンレース③
14:00 サケつかみ取り

　「第５回日本一のおいらせ鮭まつ
り 」 は、11 月 13 日 ㊏、14 日 ㊐ の
両日開かれます。
　サケのつかみ取りやサーモンレー
ス、花火大会などの催しが楽しめま
す。気軽に参加してください。

■前売券（１枚 1,000 円）販売中
　販売所◉役場、
　商工会、JA 十和田
　おいらせ下田支店、
　イオンモール下田、
　MISAWA ITT

◉つかみ取りには▶スタイルコンテスト▶スモール
　コンテスト▶景品付きサケ―があります。
◉つかみ取り参加者には温かい鮭汁を提供します。
◉早づかみゲームは大人、子ども各 25 人が参加可

日本一のおいらせ

まつり Oirase Salmon Festival

保
健

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

対
象
者
に
勧
め
て
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ま
す

問
環
境
保
健
課
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０
１
７
８
�
４
２
１
８
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日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 月 町民健診 6:45-8:30 老人福祉センター ２日㊋も同様に実施します
2 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の相談
3 水
4 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
5 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
6 土
7 日
8 月

9 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の相談
１歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象◦平成 21 年４月生まれの子ども

10 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
２～３カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◦平成 22 年８月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません

11 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
転倒予防自主トレーニング 10:30-12:00 老人福祉センター

12 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
健診結果相談会 受け付け／ 15:00-15:30 老人福祉センター 健診結果を持参してください

13 土
14 日
15 月

16 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の相談
２歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:00-12:45 い き い き 館 対象◦平成 20 年４～５月生まれの子ども

17 水 町民健診 6:45-8:30 北 公 民 館 18 日㊍も同様に実施します
18 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

19 金
町民健診 6:45-8:30 い き い き 館
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

20 土
21 日
22 月
23 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の相談

24 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導
９～ 10 カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◦平成 22 年１～２月生まれの子ども

25 木
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 10:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導

26 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
愛の献血 10:00-16:00 分 庁 舎
３歳児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象◦平成 19 年５月生まれの子ども

27 土
28 日 愛の献血 10:00-16:00 イオンモール下田
29 月 ポリオ予防接種 13:30-14:00 北 公 民 館 担当医◦下田診療所
30 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の相談

おいらせ 健康カレンダー2010.November

編

集

後

記

▼
子
ど
も
の
頃
か
ら
祭
り
と
か
か

わ
り
の
少
な
い
地
域
で
育
っ
た
自

分
に
と
っ
て
、
秋
祭
り
は
い
つ
も

新
鮮
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
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自
分
た
ち
も
参
加
で
き
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い
か
な
」
と
、
町
内
の
人
々
と
話

し
合
っ
て
い
ま
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▼
祭
り
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か
か

わ
る
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、
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も
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懸
命
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す
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張
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が
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幸
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ま
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ぶ
ん
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時
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早
く
な
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よ
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が
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ま
す
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相
次
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で
発
生
し
た

交
通
死
亡
事
故
は
、
そ
ん
な
矢
先

に
起
こ
っ
た
悲
し
い
出
来
事
で
し

た
。
交
通
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
も
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
、
時
間
に
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裕

を
持
っ
て
出
か
け
る
よ
う
に
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よ

う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
企
画
課　

広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

松
林　

拓
大

まちの人口
（10 月１日現在）

人口 前月比

男 12,178 ⬇ 18

女 12,931 ⬇ 10

計 25,109 ⬇ 28

世帯 9,326 ⬇  ２

✿

♥

◉

９月に届け出し、掲載希
望した人を載せています

Life Information

14
人

✿
板
倉
未み

空く

（
邦
彦
・
理
恵
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緑
ヶ
丘

✿
西
村
龍た

つ

生き

（
大
・
照
子
）　
　
　  

一
川
目

✿
倉
館
こ
こ
あ
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充
・
恵
）　
　
　  

二
川
目

✿
坂
井
田
将し

ょ

生う
い
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寿
明
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友
美
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下
前
田

✿
山
本
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心こ
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泰
明
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穂
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間
　
木

✿
猪
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ス
テ
ィ
ア
ワ
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イ
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ラ
、
美
香
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若
　
葉

✿
長
谷
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英
彦
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美
和
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錦
ヶ
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✿
大
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剛
・
利
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木
内
々

✿
関
野
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い
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孝
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・
さ
つ
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葉

✿
田
中
璃り
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亮
次
・
洋
子
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木
内
々

✿
成
田
有あ

り
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誠
也
・
美
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木
ノ
下

✿
丁
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瑞み

月つ
き

（
一
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崎

✿
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隆
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✿
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く
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惣
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・
早
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下
新
町
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◉
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73
歳
　
　
一
川
目

◉
柴
田
榮
子
　
　
　
　
80
歳
　
　
鶉
久
保

◉
柏
﨑
ま
つ
ゑ
　
　
　
96
歳
　
　
木
内
々

◉
石
川
順
子
　
　
　
　
47
歳
　
　
間
　
木

◉
荒
河
ヒ
メ
　
　
　
　
90
歳
　
　
六
丁
目

◉
松
川
貴
美
栄
　
　
　
49
歳
　
　
豊
　
原

◉
山
﨑
ス
エ
　
　
　
　
75
歳
　
　
阿
光
坊

◉
平
内
イ
シ
　
　
　
　
83
歳
　
　
向
　
平

◉
佐
々
木
タ
カ
　
　
　
85
歳
　
　
鶉
久
保

◉
種
市
サ
ト
　
　
　
　
92
歳
　
　
新
　
敷

◉
堀
内
サ
ト
　
　
　
　
93
歳
　
　
一
川
目

戸
の

籍
窓

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

結
婚
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
組

沼
端
一
也
　
　
　
　
　

─
日
ヶ
久
保

坂
井
田
舞
美
　
　
　
　

─
曙

原
誠
　
　
　
　
　
　
　

─
肴

町

吉
田
友
紀
子
　
　
　
　

─
肴

町

沢
上
正
俊
　
　
　
　
　

─
木
ノ
下

豊
田
純
子
　
　
　
　
　

─
愛
知
県

畑
中
勇
治
　
　
　
　
　

─
三
沢
市

山
中
里
美
　
　
　
　
　

─
青

葉

※有料広告掲載欄です

このほど結婚した沼端
一也さん、舞美さん夫
婦。ご結婚おめでとう
ございます。いつまで
も仲良く、幸せな家庭
を築いてください。

大内剛さん、利枝さん夫婦に待望の長
女花恋ちゃんが誕生。翔太君（３つ）
はお兄さんになりました。
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奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち

P  erson
OIRASE

ズ ー ム ア ッ プ

　

本
村
郷
土
芸
能
保
存
会
（
田
中
正

一
会
長
）
の
鶏け

い

舞ば
い

は
町
無
形
文
化
財

の
郷
土
芸
能
だ
。
下
田
ま
つ
り
で
も

華
麗
な
舞
い
を
披
露
し
た
。

　

鶏
舞
の
役
割
は
▼
ヒ
ヨ
コ
（
10
人

程
度
）
▼
シ
ケ
ン
バ
イ
（
２
人
）
▼

タ
イ
シ
カ
ン
（
１
人
）
―
の
３
種
類

が
あ
る
。
特
に
タ
イ
シ
カ
ン
は
、
高

度
な
技
術
を
要
求
さ
れ
る
役
割
だ
。

　

今
年
は
川
崎
義よ

し

久ひ
さ

さ
ん
（
12
）
＝

本
村
＝
が
タ
イ
シ
カ
ン
を
務
め
た
。

美
し
く
舞
う
に
は
「
体
を
大
き
く
動

か
し
、
し
っ
か
り
腰
を
落
と
す
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
話
す
。

　

鶏
舞
を
始
め
た
の
は
小
学
校
３
年

生
の
時
だ
っ
た
。
同
級
生
か
ら
「
一

緒
に
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
勧
め
ら

れ
た
。
練
習
を
重
ね
、
舞
い
の
腕
前

は
め
き
め
き
と
上
達
し
た
。

　
「
鶏
舞
は
本
村
地
区
で
、
昔
か
ら

ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
。
た

く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
う
た
め
、

気
合
を
入
れ
て
舞
っ
て
い
ま
す
」

　

中
学
生
に
な
っ
た
ら
「
鐘か

ね

」
を
鳴

ら
し
て
み
た
い
と
話
す
川
崎
さ
ん
。

力
強
い
ま
な
ざ
し
で
、
郷
土
芸
能
の

継
承
に
意
欲
を
見
せ
る
。

本
村
地
区
で
昔
か
ら
続
く
「
鶏
舞
」
を

た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

川
崎
義
久
んさ

（
本
村
）

町のイメージキャラクター
「おいらくん」です。

秋も深まり、日没の時間が
早くなっています。交通事
故には十分に気をつけてく
ださいね。

かわさき・よしひさ　1998（平成
10）年下田町（当時）本村生まれ。
小学校３年生の時に鶏舞を始め
た。現在は舞い手の最高峰「タイ
シカン」を務める。現在、下田小
学校６年生。野球部員としても活
躍している。父母、姉、弟と５人
暮らし。おいらせ町本村在住、12
歳

Profile


